
令和４年度 第２回
「稼ぐ力の強化に向けた産業ＤＸの加速」に関する万国津梁会議

日 時 ： 令和４年10月3日（月）14:00～
場 所 ： 県庁６階第１特別会議室
担当課 ： 沖縄県 商工労働部 情報産業振興課

産業ＤＸの加速に向けた検討について
（論点①、②）



2

論点① ＤＸの意味が分からない・良さが分からない問題への対応

論点④ ＤＸの加速後にやってくるもの：県内産業の再構築

論点③ ＤＸを推進する人がいない問題への対応

論点② ＤＸのやり方が分からない問題への対応

本会議での検討議題

第２回DX会議での議題

第３回DX会議での議題
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論点① ＤＸの意味が分からない・

良さが分からない問題への対応



論点① ＤＸの意味が分からない・良さが分からない問題への対応
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現状現状

課題課題

県内の多くの経営者はＤＸを理解していない。（意味が分からない・良さが分からない）

(1) 経営者のマインドの変革・醸成が重要
・経営そのもののマインドの変革
・ＤＸに対するマインドの変革（ＤＸのメリットを理解してもらう）

(2) アンケート調査結果の、ＤＸを実践すると良さが分かる、という傾向から、
県内中小企業に着手してもらえるような工夫が必要

検討に向けて検討に向けて

(1) 経営者の意識改革のためには、どのような手法が効果的か。
また、ＤＸのメリットを分かりやすく伝えるためには、どのような方法があるか。

(2) 県内の中小企業のＤＸの着手ハードルを下げる工夫とは。
→論点②「やり方が分からない問題」において、手軽にＤＸを始める方法を議論する。



論点① ＤＸの意味が分からない・良さが分からない問題への対応
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検討事項

【ＤＸの理解促進のポイントは？】

Ａ）経営者に理解してもらうためには、ＤＸのセミナー等で説明するだけでなく、

危機感を持ってもらうことが必要ではないか。

→その具体的な手法とは。

Ｂ）経営者のマインドセットをＤＸの推進に向けて加速させていくことが

重要ではないか。

→誰でも簡単に理解できるような仕組み、伝え方、資料等とは。

→経営者のマインドセットにどのように訴えかければ、

ＤＸが自社のメリットとなることを理解・納得してもらえるか。

Ｃ）経営者だけでなく、従業員にもＤＸを理解してもらうことで、

各社のＤＸが加速するのではないか。

Ｄ）上記のポイントを考慮して、啓発活動（セミナー、コンサル、各種情報発信等）の

拡充を図るべきではないか。

Ｅ）その他、マインド変革させる取組について。
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論点②

ＤＸのやり方が分からない問題への対応



論点② ＤＸのやり方が分からない問題への対応
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現状現状

課題課題

ＤＸを理解したとしても、何から始めていいのか分からない。
（ＤＸのやり方が分からない）

(1) 何をすればよいのか、最初の一歩を踏み出せない。

(2) どの製品、サービスから使い始めるべきなのかが分からない。

検討に向けて検討に向けて

(1) ＤＸに取り組むイメージを持ってもらうための手法とは。

(2) どのようにＤＸに着手させるか。（ハードルを下げる取組とは。）

(3) 製品、サービス選定にあたっての考え方とは。



論点② ＤＸのやり方が分からない問題への対応

DX推進の意味とステップが分かるモデル：経済産業省のシナリオ

8



〇 各企業がＤＸするにあたり、ＤＸの進め方をイメージさせる具体的な手順を記載した
産業や業種ごとの「展開モデル」が必要となる。

〇 「展開モデル」を基に、自社に置き換えたＤＸ実践のイメージを持たせる。
〇 「展開モデル」とＤＸ実践のイメージから、自社のＤＸ推進計画を立てる等、

ＤＸへの取組を促す。

論点② ＤＸのやり方が分からない問題への対応
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個別
計画

企業ごとの
ＤＸ推進計画

モデルに沿った
計画の具体化

産業
DXの
加速

DXの
実践

A業種
展開モデル

産業ないし業種ごとの
DX展開モデル

企業向け啓発・提案資料

B業種
展開モデル

C業種
展開モデル

D産業
展開モデル

FG産業連携
展開モデル

個別
計画

個別
計画

個別
計画

個別
計画

展開モデルを
自社に置き換えて
イメージさせる



DTZ
DTLZ

DX

論点② ＤＸのやり方が分からない問題への対応

デジタルプラットフォームの
形成を見据えて、導入する
クラウドサービスを選定

○産業ＤＸの加速のためには、まずデジタル化への取組が必要。
○単に着手しやすいだけでなく、将来的なＤＸの展開に結びつくような

スタートを切ることが重要ではないか。

手軽にスタートさせるためには、
安価で導入しやすいクラウドサービスが適しており、
将来的なデジタルプラットフォームの形成に向けても
優位性がある。

製品、サービスの選定にあたっての考え方
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デジタイゼーション

デジタライゼーション ＤＸ

クラウドサービスの導入により、
次のステップへの展開が早くなるのでは？

紙のデジタル化

オンライン会議

オンライン広告

財務会計システム など

ファイル共有

データ蓄積

ＩｏＴ活用

ＲＰＡ活用

など社内ポータルの整備

ＤＸを見据えたクラウドサービスを導入することで、
デジタイゼーション → デジタライゼーション → ＤＸの展開がスムーズとなり、
産業ＤＸを加速させることができる。

論点② ＤＸのやり方が分からない問題への対応

ビッグデータによる
ビジネスモデルの変革や
新たなイノベーション

デジタルプラットフォーム

など企業間共創

製品、サービスの選定にあたっての考え方



論点② ＤＸのやり方が分からない問題への対応
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クラウドサービスを活用した社内ポータルの具体例

データの見える化

①業務運用基盤

共有ドライブ
共有データ

グループB
データ

③データ利活用基盤

②データ蓄積基盤

Googleドライブ
グループA

データ

メンバー外への
情報提供

データ分析 個別レポート

コミュニケーションワークフロー

クラウドファイル共有

Googleサイトによる
グループウェア構築

外部Web
ページ

分析やグラフ
の再利用

BigQuery

DataPotal

クラウド
SQLDB

ETL

社内ポータルの構築例（Google Workspaceの場合） クラウドサービスを活用した
社内ポータルを構築することで、
社内で利用している各基盤を
連携させることが容易となる。



13

社内ポータルから、デジタルプラットフォームへ

〇 社内ポータルは、業務ハブとして
ＤＸの多くの部分を支援する最適
なツールの一つ。

〇 デジタルプラットフォームを見据
えてクラウドサービスを導入する
ことで、 将来的に、社内ポータ
ルからデジタルプラットフォーム
へのステップアップが容易となる。

①コラボレーション
②データ主義
③顧客中心への視点の変化
④作業プロセスの自動化への進化
⑤他社とのデータ連携
⑥社会貢献への視点拡大

デジタルプラットフォーム社内ポータル

DXに向けてのスキルアップ
デジタル視点への変化

論点② ＤＸのやり方が分からない問題への対応

社内ポータルからデジタルプラットフォームへ

〇 企業間共創による、新たなビジネス
展開の可能性を秘めている。



論点② ＤＸのやり方が分からない問題への対応

検討事項

①どのようにやり方を提示すれば加速につながるか
Ａ）ＤＸの進め方の見本を、誰にでも分かりやすい資料で示す必要があるのではないか

→分かりやすい資料とは。（例えば、マンガなど）

Ｂ）各産業や業界ごとの展開モデルの拡充・普及を図るべきではないか。
→ＤＸが加速する具体的な展開モデルとは。

②どのように着手させるか
Ａ）ＤＸ未着手の企業が取り組みやすいように、安価で簡単に導入できるクラウド

サービスを推奨し、将来的なデジタルプラットフォームの構築を見据え、
連携運用可能なクラウドサービスの導入を勧めるべきではないか？

Ｂ）県内ＩＴ業界が一丸となって、クラウドサービスの導入を促進するための
キャンペーンを実施してはどうか？

Ｃ）企業のＤＸへの取組に伴走してくれるＩＴ企業が必要ではないか。

Ｄ）必然的にデジタル化させる取組が必要ではないか。

③その他、産業ＤＸを加速させる取組について
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